
 

第２ 事業活動結果 

 

 １ 公益目的事業 

 

 (1)  公園施設等運営事業 

        指定管理の主要業務である公園、施設などの管理及び運営については、以下のと

おり事業に取り組みました。 

 

   ア 公園、施設などの管理及び運営      

利用者の安心安全を第一に、３０年間蓄積してきたノウハウを生かし、年間を

通して点検、除草、樹木の剪定、設備の修繕、ごみ回収などを進めました。 

公園に設置された遊具については、前年度同様、専門業者によりすべて点検を

行いました。その結果は八幡市に報告しておりますが、既に事業団で一部修繕、

除却を実施いたしました。 

また、職員が緊急時に適切、迅速に対応できるよう、体育館ではＡＥＤ使用講

習会、男山レクリエーションセンターでは消火訓練を実施しました。 

 

   イ 緑化の推進 

     市民スポーツ公園エントランスのしだれ桜を植え替えました。これまで植樹し

てきた桜とともに順調に生長し、桜の名所の一つになってくれることを願ってお

ります。 

 

(2) スポーツ振興事業 

スポーツによる市民の健康づくりを支援し、継続して活動していただけるよう、以 

下のとおり事業に取り組みました。 

 

ア 講習会の開催 

八幡市では、ウオーキングの日を設けるなど、市民の健康づくりに役立つウオー 

キングを奨励しております。また、簡単にストレッチなどのできる健康器具を公園 

に設置しております。当事業団としても、市民に正しいウオーキングと健康器具の

利用方法を学んでいただくため、６月に男山レクリエーションセンターで２２人の

参加、１０月にくすのき近隣公園で１８人の参加のもと、ウオーキング＆健康器具

使用講習会を開催しました。  

 

イ スポーツを楽しむ日の開催 

     市民体育館で９月に、皆様に卓球、バドミントン、バレーボールなどを自由 



 

に楽しんでいただく「スポーツを楽しむ日」を開催し、６０名参加していただ 

きました。 

   

ウ シニアスポーツクラブの開催 

      高齢者を対象に、前年度に引き続き、柔軟な身体づくり、筋力の向上、運動の 

習慣づけなどに役立つシニアスポーツクラブを開催しました。平成３０年度の実 

施回数は８８回（前年度は９４回）、参加者数は延べ約２，２００人（前年度は 

２，５００人）で、開催回数、参加者ともに前年度よりやや減少しました。 

 

     エ 各種大会への協力 

         八幡市、八幡市体育協会、当事業団などで構成する実行委員会が主催した市民 

マラソン大会、八幡市が主催した障がい者スポーツ大会及び健康フェスタに積極的 

に参加、協力しました。    

 

   オ 情報提供、スポーツ相談など 

     春に当事業団の取組みを広く知っていただく事業団だよりを、秋にスポーツ・健 

康運動教室を案内する事業団だよりを全戸配布し、夏及び冬は、スポーツ教室、健 

康運動教室の案内チラシを公共施設等に備え置いて周知に努めました。 

     平成３０年度のホームページアクセス数は約２４万２千件（前年度は約２２万４ 

千件）で、アクセス数は年々増加で推移しております。 

 

 ２ 収益目的事業 

   平成３０年度の使用料収入は約５,９４８万円（前年度は約６,１１６万円）で、前年 

度に比べて２．７パーセント、約１６８万円の減となりました。これは、６月の大阪 

北部地震をはじめ、７月の豪雨、８月の台風２０号、９月の台風２１号と、立て続け 

に自然の猛威にさらされ、公園、施設での倒木や、河川敷公園の冠水など、かってな 

いほど多数の個所で被害を受け施設の使用料に影響が出たためです。 

 

   有料公園の延べ利用者数は約２７万７千人（前年度は約３１万人）で、利用者数は 

前年度より減少しました。 

 

   収益目的事業においても、市民の健康、体力づくりに寄与するため、引き続き次の 

とおり事業に取り組みました。 

 

  (1)  スポーツ振興事業 

     ア スポーツ教室の開催（自主事業） 



 

     市民体育館及び男山レクリエーションセンターにおいて、春、夏、秋及び冬の４ 

期に、それぞれ年齢、体力、技術レベルなどに応じた多様なスポーツ教室を開催い 

たしました。 

     平成３０年度の全教室開催回数は約２,３００回（前年度とほぼ同一）、延べ参加 

者数は約２万６千人（前年度約２万６千人）で、開催回数、参加者ともに前年度と 

ほほ同じでありました。 

   

イ トレーニングルームの運営 

     平成３０年度のトレーニングルーム利用者数は約８,１３０人（前年度は約 

９,９００人）で前年度より減少しました。  

  

   (2)  施設の貸与 

       施設については、これまでどおり、八幡市が主催、関与し又は八幡市が委託、補助

するなどの公益性の高いスポーツ、健康、学校行事などを優先利用させました。 

 

(3) 自動販売機の設置、スポーツ用具などの貸与 

来園者などへの利便を図るため、これまでどおり飲料水などの自動販売機の設置や、 

スポーツ用具などを貸し出しを行い、平成３０年度は併せて３５７万円（前年度は 

３９５万円）の収入を得ました。 


